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本
章
で
は
、「
霊
告
」
の
初
日
で
あ
る
一
九
二
九
年
四
月
二
十
七
日
か
ら
、
北
が
二
・
二
六
事
件
に
連
座
し
て
処
刑
さ
れ
る
一
九
三
七

年
八
月
十
九
日
ま
で
の
約
八
年
間
を
『
霊
告
』
を
中
心
に
考
察
す
る
。（
な
お
、「
霊
告
」
を
引
用
す
る
場
合
は
、
記
載
年
月
日
が
明
ら

か
で
あ
る
の
で
、
引
用
頁
は
示
さ
な
い
。）

　

１　

時
代
背
景

　

こ
の
時
代
は
、
日
本
を
含
む
全
世
界
が
第
二
次
世
界
大
戦
へ
向
か
っ
て
雪
崩
を
う
っ
て
突
き
進
ん
で
い
っ
た
混
乱
と
激
動
の
時
代
で

北
一
輝
と
法
華
思
想
（
三
）

　
　

―
―
そ
の
著
作
に
み
る
『
法
華
経
』
と
日
蓮
の
影
響
に
つ
い
て 

―
―

 

若　

林　

孝　

彦
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あ
っ
た
。

　

一
九
二
九
年
十
月
に
始
ま
っ
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
株
価
大
暴
落
は
、
大
恐
慌
を
引
き
起
こ
し
、
そ
の
影
響
は
全
世
界
に
及
ん
だ
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
ヒ
ト
ラ
ー
が
率
い
る
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
を
無
視
し
て
軍
備
拡
大
と
領
土
の
復
活
、
侵
略

を
図
り
、
フ
ァ
シ
ス
ト
党
の
ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
が
率
い
る
イ
タ
リ
ア
も
エ
チ
オ
ピ
ア
を
侵
略
し
た
。

　

中
国
大
陸
で
は
、
一
九
三
一
年
九
月
、
関
東
軍
が
満
洲
事
変
を
引
き
起
こ
し
、
一
九
三
二
年
三
月
に
は
、
傀
儡
国
家
「
満
洲
国
」
が

建
国
さ
れ
た
が
、
国
際
社
会
の
批
判
を
浴
び
、
一
九
三
三
年
三
月
、
日
本
は
国
際
連
盟
を
脱
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
三
七
年
七

月
に
は
盧
溝
橋
事
件
が
勃
発
し
、
こ
れ
が
日
中
戦
争
、
さ
ら
に
は
太
平
洋
戦
争
へ
と
拡
大
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

日
本
国
内
で
は
、
昭
和
恐
慌
に
よ
っ
て
経
済
は
大
幅
に
後
退
し
て
デ
フ
レ
が
進
行
し
、
特
に
農
村
の
疲
弊
は
甚
だ
し
い
も
の
と
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
暗
い
世
情
を
背
景
に
し
て
、
首
相
・
浜
口
雄
幸
狙
撃
事
件
、
血
盟
団
事
件
、
五
・
一
五
事
件
な
ど
、
政
治
家
や
実
業
家
、

す
な
わ
ち
「
君
側
の
奸
」
に
対
す
る
多
く
の
暗
殺
事
件
や
陸
海
軍
将
校
に
よ
る
ク
ー
デ
タ
ー
未
遂
事
件
が
頻
発
し
、
そ
の
背
景
に
は
日

蓮
系
教
団
の
関
係
者
が
関
わ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
件
の
中
で
、
最
後
の
、
そ
し
て
最
大
の
ク
ー
デ
タ
ー
計
画
が
、

北
が
精
神
的
指
導
者
と
し
て
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
一
九
三
六
年
の
二
・
二
六
事
件
で
あ
っ
た
。

　

北
は
、実
際
に
は
数
々
の
事
件
に
直
接
関
わ
る
こ
と
は
な
く
、自
宅
に
引
き
籠
っ
て
『
法
華
経
』
の
読
経
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
を
送
っ

て
い
た
が
、
一
方
で
、
三
井
財
閥
な
ど
か
ら
は
巨
額
の
資
金
を
受
領
し
て
い
た
。

　　

 

私
は
三
十
四
歳
の
時
（
筆
者
注
：
一
九
一
六
年
）
よ
り
法
華
経
を
信
仰
し
て
居
り
ま
す
が
、
特
に
最
近
数
年
間
は
、
外
部
と
の
交
際

を
避
け
、
国
体
観
念
と
か
日
本
主
義
と
言
っ
た
様
な
思
想
問
題
の
研
究
、
又
は
之
等
の
主
義
主
張
に
対
す
る
批
評
等
は
全
然
避
け
て
、

只
管
法
華
経
の
読
誦
に
専
念
し
て
、
其
の
奥
義
を
極
め
る
為
め
全
力
を
傾
注
し
て
居
り
ま
す
が
、
併
し
乍
ら
其
間
に
も
、
昭
和
七
年

二
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（
一
九
三
二
年
）
三
月
頃
日
仏
同
盟
に
関
す
る
建
白
書
及
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
年
）
七
月
に
対
支
投
資
に
於
け
る
日
米
財
団
の
提

議
と
題
し
て
、
謄
写
刷
印
刷
物
を
各
数
十
部
宛
作
成
し
て
、
外
務
省
陸
海
軍
方
面
へ
密
か
に
送
附
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
其
他

に
は
外
部
と
の
交
渉
は
殆
ど
断
っ
て
居
り
ま
す
。

（「
二
・
二
六
事
件　

昭
和
十
一
年
三
月
二
日
付
、
東
京
憲
兵
隊
第
一
回
聴
取
書
」
著
作
集
３
：
四
二
七
頁
）

　

２　
『
霊
告
』
の
思
想

　
『
霊
告
』
は
奇
怪
な
文
書
で
あ
る
。
北
自
身
が
自
筆
で
書
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
は
神
仏
の
「
お
告
げ
」
と
も
、

北
の
予
言
と
も
、
日
々
の
記
録
と
も
つ
か
な
い
、
妖
気
を
放
つ
鵺
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
霊
告
日
記
』
と
い
う
名
称
自

体
、
松
本
健
一
が
『
北
一
輝　

霊
告
日
記
』
編
集
・
刊
行
の
際
、
そ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
に
呼
ば
れ
て
い
た
こ
の
文
書
を
、
わ
か
り
や
す

く
そ
う
呼
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
の
で
あ
る
。（
松
本
「
解
説
Ⅰ
」
霊
告
：
三
二
四―

三
二
七
頁
）

　
『
霊
告
』
研
究
の
嚆
矢
と
も
い
え
る
宮
本
盛
太
郎
の
「『
北
日
記
』
に
つ
い
て
」
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

　

 『
北
日
記
』
は
、
昭
和
四
年
四
月
二
七
日
か
ら
昭
和
一
一
年
二
月
二
八
日
ま
で
の
期
間
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
た
、
北
一
輝
の
日
記
で

あ
る
が
、
言
葉
の
通
常
の
意
味
に
お
け
る
日
記
と
は
趣
き
を
異
に
す
る
態
の
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
昭
和
一
〇
年
一
〇
月
六
日

に
中
野
区
桃
園
町
の
新
居
に
移
る
（「
十
月
六
日
、
中
野
桃
園
ノ
新
居
ニ
移
リ
住
ム
」）、
と
い
う
よ
う
な
記
事
も
存
在
す
る
が
、
多

く
は
、
北
や
北
夫
人
、
大
輝
の
見
た
夢
、
北
夫
人
の
霊
告
、
神
社
仏
閣
参
拝
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。（
宮
本 

一
九
七
六
：
二
頁
）

　

こ
の
頃
の
北
の
日
常
生
活
は
、
松
本
健
一
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

二
〇
五



　
 

北
一
輝
は
朝
起
き
る
と
、
十
時
ご
ろ
ま
で
誦
経
し
た
。
大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
末
に
上
海
か
ら
帰
国
し
、
翌
九
年
は
じ
め
に
東
京
に

戻
っ
て
以
来
の
習
慣
で
あ
る
。
か
れ
の
法
華
経
へ
の
信
奉
は
大
正
五
年
か
ら
で
あ
る
が
、
誦
経
の
習
慣
は
そ
の
三
年
後
で
あ
り
、
し

か
も
そ
の
誦
経
が
か
れ
自
身
の
霊
的
生
活
と
し
て
生
の
中
心
に
す
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、昭
和
の
は
じ
め
ご
ろ
か
ら
で
あ
る
。

（
霊
告
：
三
二
二
頁
）

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、「
霊
告
」
は
だ
い
た
い
次
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

　

 

北
の
誦
経
は
、
か
れ
が
「
神
仏
檀
」
と
よ
ぶ
も
の
に
む
か
っ
て
な
さ
れ
た
。
そ
の
「
神
仏
檀
」
は
、
左
右
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
墨

書
し
た
白
木
牌
を
お
き
、
中
央
に
明
治
天
皇
像
を
据
え
た
も
の
で
あ
る
。

　

 「
神
仏
檀
」
の
む
か
っ
て
左
側
に
は
、
東
郷
平
八
郎
の
書
に
な
る
「
八
幡
大
菩
薩
」
の
掛
け
軸
が
下
が
っ
て
い
た
。（
…
中
略
…
）

　

 

さ
て
、
北
の
「
神
仏
檀
」
に
南
無
妙
法
蓮
華
経
と
墨
書
し
た
二
つ
の
白
木
牌
が
並
べ
ら
れ
て
い
た
の
は
、
そ
の
ま
え
で
北
と
妻
の
す

ず
子
が
並
ん
で
誦
経
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
す
ず
子
は
そ
の
誦
経
の
最
中
に
い
わ
ゆ
る
〈
神
が
か
り
〉
と
な
り
、
何
か
訳
の
わ
か
ら

な
い
こ
と
を
口
走
り
、
ま
た
意
味
の
わ
か
ら
な
い
文
字
を
書
い
た
。
そ
れ
を
、
北
が
解
釈
・
解
読
し
て
文
字
に
直
し
た
の
が
、
北
の

い
う
「
神
仏
言
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
「
神
仏
言
」
は
ほ
と
ん
ど
が
お
告
げ
の
主
の
名
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
神

仏
も
し
く
は
あ
る
人
物
の
霊
が
〈
霊
告
〉
を
下
し
た
、
と
い
う
か
た
ち
で
、
そ
れ
ら
の
「
神
仏
言
」
が
北
に
よ
っ
て
書
き
留
め
ら
れ

て
い
る
わ
け
だ
。　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
霊
告
：
三
二
二―

三
二
三
頁
）

　

し
か
し
、
単
純
に
、「
す
ず
子
が
シ
ャ
ー
マ
ン
（
巫
女
）
役
で
、
北
が
プ
リ
ー
ス
ト
（
祭
司
）
役
（
霊
告
：
三
二
七
頁
）」
と
し
た
り
、

二
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「〈
霊
告
〉
は
、
い
く
つ
か
の
証
言
に
あ
る
よ
う
に
、
妻
す
ず
子
が
神
が
か
り
し
て
言
っ
た
言
葉
を
北
が
聞
き
取
り
、
文
字
に
直
し
た
も

の
だ
（
評
伝
Ⅳ
：
一
九
四
頁
）」
と
し
た
り
す
る
考
え
方
に
は
異
論
が
多
い
。

　

 

こ
の
日
記
で
、
夫
人
の
霊
告
と
い
わ
れ
る
も
の
も
、
大
部
分
は―

特
に
時
事
問
題
に
関
係
の
深
い
も
の
は―

北
自
身
の
見
解
を
、
き

わ
め
て
カ
ム
フ
ラ
ー
ジ
ュ
を
ほ
ど
こ
し
た
形
で
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。　
　
　
　
　
（
宮
本　

一
九
七
六
：
六
頁
）

　

 〈
霊
告
〉
は
カ
リ
ス
マ
的
な
要
素
を
持
つ
北
の
言
葉
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
西
田
税
未

亡
人
の
初
子
が
生
前
わ
た
し
（
筆
者
注
：
松
本
）
に
語
っ
て
く
れ
た
と
こ
ろ
で
は
、「〈
霊
告
〉
を
文
字
に
直
せ
る
の
は
北
先
生
だ
け

で
、
し
か
も
北
先
生
が
い
な
く
な
っ
て
か
ら
奥
さ
ん
が
神
が
か
り
し
た
こ
と
は
一
度
も
な
い
ん
で
す
よ
。」
と
い
う
の
だ
。
こ
の
西

田
初
子
の
発
言
は
、
シ
ャ
ー
マ
ン
役
の
す
ず
子
に
対
し
て
の
疑
問
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
プ
リ
ー
ス
ト
が
い
な

く
な
っ
た
途
端
に
シ
ャ
ー
マ
ン
の
神
が
か
り
状
態
が
消
滅
し
て
し
ま
う
、
と
い
う
こ
と
の
不
思
議
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
も
し
か

し
た
ら
、
す
ず
子
が
〈
霊
告
〉
を
発
す
る
シ
ャ
ー
マ
ン
だ
っ
た
と
い
う
よ
り
、
そ
の
〈
霊
告
〉
が
北
の
カ
リ
ス
マ
的
な
人
格
と
独
特

な
思
想
や
夢
想
の
産
物
だ
っ
た
と
い
う
事
実
を
語
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。　
　
　
　
　
　
　
（
霊
告
：
三
二
七―

三
二
八
頁
）

　

と
す
れ
ば
、「
霊
告
」
は
北
自
身
の
思
想
や
意
見
、
あ
る
い
は
願
望
、
期
待
、
不
安
の
表
明
、
暗
示
と
捉
え
る
こ
と
は
き
わ
め
て
合

理
的
な
考
え
方
で
あ
り
、
決
し
て
見
当
は
ず
れ
の
こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る）

17
（

。

　

す
ず
子
に
霊
的
能
力
が
あ
っ
た
（
正
確
に
表
現
す
れ
ば
、
北
や
す
ず
子
が
自
分
た
ち
に
霊
的
能
力
が
あ
る
と
信
じ
て
い
た
）
と
し
て

も
、「
金
解
禁
」
に
関
す
る
複
数
の
「
霊
告）

18
（

」
や
二
・
二
六
事
件
の
青
年
将
校
に
示
し
た
「
霊
告）

19
（

」
に
典
型
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、「
霊

二
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告
」
の
内
容
に
は
、
現
実
の
政
治
、
経
済
や
国
際
情
勢
に
微
妙
に
関
連
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
北
自
身
の
意

志
が
働
い
て
い
る
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
る
。

　

最
初
の
「
霊
告
」
は
、
一
九
二
九
年
四
月
二
十
七
日
付
け
の
も
の
で
、
以
後
も
大
体
以
下
の
よ
う
な
形
式
で
示
さ
れ
る
。

　
　

四
月
二
七
日　

朝　

経

　
　

巨
大
ナ
ル
掌
ノ
中
ニ
文
字

　
　

売
国
奴

　

こ
の
「
霊
告
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
松
本
に
よ
れ
ば
、

　

 

昭
和
四
年
四
月
二
十
七
日
の
朝
、
法
華
経
を
誦
し
て
い
る
と
、〈
霊
告
〉
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、「
巨
大
ナ
ル
掌
ノ
中
ニ
文
字
」

が
現
わ
れ
て
「
売
国
奴
」
と
記
し
て
あ
っ
た
、
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
何
と
も
意
味
不
明
瞭
な
の

で
、
そ
の
記
述
は
四
月
十
六
日
か
ら
の
共
産
党
員
の
全
国
的
大
検
挙
、
い
わ
ゆ
る
四
・
一
六
事
件
を
に
ら
ん
で
の
〈
霊
告
〉
な
の
で

は
な
い
か
、
と
脚
註
で
仮
り
に
推
測
し
た
わ
け
だ）
20
（

。（
霊
告
：
三
三
四
頁
）

　

つ
ま
り
、
松
本
は
、「
霊
告
」
と
い
っ
て
も
、
突
然
何
の
脈
絡
も
な
く
神
仏
や
偉
人
の
「
お
告
げ
」
が
現
わ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

何
ら
か
の
現
実
の
事
件
や
事
実
に
触
発
さ
れ
た
北
自
身
の
感
想
、
意
見
、
希
望
な
ど
が
「
霊
告
」
と
い
う
形
で
暗
示
、
示
唆
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
〇
八



　
 

そ
の
謎
の
よ
う
な
記
述
を
通
し
て
、
ロ
マ
ン
的
革
命
家
と
し
て
の
北
一
輝
の
蒼
白
な
原
像
が
黯
々
と
し
た
昭
和
史
の
な
か
に
浮
か
び

上
が
っ
て
く
る
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
北
一
輝
は
こ
の
『
霊
告
日
記
』
に
お
け
る
カ
リ
ス
マ
的
な
言
葉
に
よ
っ
て
、
昭
和

史
と
い
う
歴
史
的
現
実
に
す
る
ど
く
対
峙
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
霊
告
：
三
二
二
頁
）

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、『
霊
告
』
は
、
現
在
で
も
、
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
は
ま
と
も
に
と
り
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
「
奇
書
」

で
は
あ
る
が
、
北
と
宗
教
と
の
関
係
、
北
の
宗
教
観
の
推
移
と
最
終
的
な
到
達
点
を
考
え
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
文
書
で
あ
り
、
こ
の

点
に
留
意
し
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い）
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。

　

３　
『
霊
告
』
に
み
る
宗
教
観

　
『
霊
告
』
は
、
あ
る
意
味
で
、
そ
の
全
編
が
宗
教
に
彩
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。「
霊
告
」
す
べ
て
が
、
シ
ャ
ー
マ

ニ
ズ
ム
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
の
「
お
告
げ
」
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
と
も
か
く
、
仏
教
に
直
接
関
連
す
る
よ
う
な
「
霊
告
」
を
、
最
初
の
年
一
九
二
九
年
の
分
か
ら
い
く
つ
か
（
す
べ
て
挙
げ
て

い
て
は
き
り
が
な
い
の
で
）
挙
げ
て
み
る
。

　
　
　

五
月
一
四
日　

朝　

経

　
　

順
徳
帝
山
陵
道
示
サ
レ
（
ツ
ギ
ニ
）

　
　

 

日
蓮
上
人
辻
堂
ノ
跡
。
藁
ヲ
シ
キ
笠
ヲ
カ
ブ
リ
居
ル
。
黒
イ
数
珠
ヲ
カ
ケ
合
掌
ス
。
雪
ニ
埋
モ
ラ
レ
居
ル
上
ニ
五
色
ノ
雲
。
白
玉
、

御
膝
ノ
傍
ニ
在
リ
。（
筆
者
注
：
す
ず
子
が
北
に
佐
渡
旅
行
の
報
告
を
し
た
こ
と
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
。）二

〇
九



　
　
　

同
日
（
筆
者
注
：
五
月
三
十
日
）　

夜　

浅
草
寺

　
　

悲
体
戒
雷
震

　
　
　

六
月
一
日　

朝　

経

　
　

背
面
裸
体
禅
定
ノ
仏
。
両
肩
割
れ
、
左
ニ
四
月
三
日
、
右
ニ
六
月
一
日
。
割
目
ヨ
リ
纒
出
テ
手
首
見
ユ
。

　
　
　

六
月
一
四
日　

朝　

経

　
　

弥
勒
出
現
（
文
字
上
ヨ
リ
下
ニ
下
リ
ツ
ヽ
消
ユ
）

　
　
　

七
月
六
日　

朝　

経

　
　

善
哉
善
哉
（
後
頭
ヲ
撫
デ
ラ
ル
ヽ
）

　
　
　

八
月
二
八
日　

朝　

経

　
　

下
方
ヨ
リ
不
動
明
王
ノ
御
姿
現
ハ
レ
悪
人
ノ
罪

　
　
　

同
日
（
筆
者
注
：
八
月
三
一
日
）　

夜　

颱
風
ヲ
退
ク
ル
祈
願
、
浅
草
寺
参
拝

　
　

観
世
音
菩
薩
ノ
御
姿
、
左
手
ニ
「
風
」
ノ
字
ヲ
握
ラ
ル
ル

　
　
　

一
〇
月
一
日　

朝　

経

　
　

獄
窓
、
小
川
平
吉
氏
ノ
悄
然
タ
ル
顔
、
格
子
ノ
外
ヨ
リ
法
華
経
ヲ
入
ル
。

　
　
　

一
〇
月
三
日　

朝　

経

　
　

因
縁

　
　

慈
意
妙
大
雲

　
　
　

同
日
（
筆
者
注
：
一
〇
月
一
三
日
）　

夜　

経

二
一
〇



　
　

故
大
隈
重
信
ノ
顔

　
　

衆
怨
悉
退
散

　
　
　

一
〇
月
一
八
日　

午
後　

経

　
　

獄
中
、
小
川
氏
ノ
顔
、
法
華
経
ヲ
開
キ
居
ル
。
提
婆
達
多
品
第
十
二
ト
、
ハ
ッ
キ
リ
見
ユ
。

　
　
　

一
〇
月
二
五
日　

朝　

経

　
　

仏
力　

　
　

秘
密　

　
　

秘
密
神
通　

　
　

閻
魔
大
王
ノ
帳
簿
ヲ
繰
リ
開
キ
居
ル
。
人
ハ
居
ラ
ズ
。

　
　
　

一
一
月
二
八
日　

午　

経　

　
　

大
ナ
ル
指
に
て
指
し
示
す
。
文
字
、

　
　

念
念
勿
生
疑

　
『
霊
告
』
に
登
場
す
る
神
仏
は
実
に
様
々
で
あ
る
。

　

仏
教
関
係
で
は
日
蓮
、
弥
勒
、
不
動
明
王
、
観
世
音
菩
薩
、
大
日
如
来
、
弘
法
大
師
、
釈
迦
牟
尼
仏
、
達
摩
、
千
手
観
音
、
勢
多
迦

童
子
、
等
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
「
真
言
秘
密
神
通
力
」、「
普
賢
神
通
力
」
も
頻
出
す
る
。

　

こ
の
「
普
賢
神
通
力
」
と
は
、『
法
華
経
』「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
」
で
説
か
れ
る
普
賢
菩
薩
の
神
通
力
の
こ
と
で
あ
っ
て
、

二
一
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普
賢
菩
薩
は
釈
尊
に
対
し
、
神
通
力
に
よ
っ
て
仏
滅
後
も
『
法
華
経
』
を
護
り
流
布
さ
せ
、
経
典
を
受
持
す
る
者
を
も
護
る
こ
と
を
誓

う
の
で
あ
る
。

　

七
月
六
日
の
「
霊
告
」
も
、「
普
賢
菩
薩
勧
発
品
第
二
十
八
」
の
釈
尊
の
言
葉
「
善
哉
善
哉
。
普
賢
。
汝
能
護
助
是
経
。（
…
中
略
…
）

当
知
是
人
。
為
釈
迦
牟
尼
仏
。
手
摩
其
頭
」「
善
い
哉
、
善
い
哉
、
普
賢
よ
。
汝
は
能
く
こ
の
経
を
護
り
助
け
て
、（
…
中
略
…
）
当
に

知
る
べ
し
、
こ
の
人
は
釈
迦
牟
尼
仏
の
手
に
て
、
そ
の
頭
を
摩
で
ら
る
る
こ
と
を
為
ん
と
。（
法
華
経
・
下
：
三
三
〇
頁
）」
に
基
づ
く

も
の
で
あ
る
。

　
「
法
華
経
の
使
徒
」
を
自
認
す
る
北
は
、
自
分
に
迫
る
何
ら
か
の
危
険
か
ら
、
普
賢
菩
薩
が
護
っ
て
く
れ
る
こ
と
、
釈
尊
が
自
分
を

褒
め
て
く
れ
る
こ
と
を
夢
想
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
五
月
三
〇
日
と
一
〇
月
三
日
の
「
霊
告
」
は
二
つ
で
一
組
に
な
っ
て
い
る
。「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
の
釈
尊
の

無
尽
意
菩
薩
に
対
す
る
答
の
偈
「
悲
体
戒
雷
震　

慈
意
妙
大
雲
」「（
観
音
の
）
悲
あ
わ
れ
みの

体す
が
たた

る
戒
は
雷

い
か
ず
ちの

震ふ
る

う
が
ご
と
く　

慈
い
つ
く
しみ

の
意こ

こ
ろは

妙
え
な
る
大
雲
の
ご
と
し
（
法
華
経
・
下
：
二
六
六
頁
）」
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

続
く
一
〇
月
一
三
日
の
「
衆
怨
悉
退
散
」「
衆
も
ろ
も
ろの

怨あ
だ

は
悉
く
退
散
せ
ん
。（
法
華
経
・
下
：
二
六
六
頁
）」
も
、「
悲
体
戒
雷
震　

慈
意

妙
大
雲
」
の
す
ぐ
後
に
続
く
経
文
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
一
一
月
二
八
日
の
「
念
念
勿
生
疑
」「
念
念
に
疑
を
生
ず
る
こ
と
勿
れ
（
法
華
経
・
下
：
二
六
六
頁
）」
も
同
様
で
あ
る
。

「
念
念
勿
生
疑
」、「
衆
怨
悉
退
散
」、「
悲
体
戒
雷
震
」、「
念
被
観
音
力
」、「
観
音
妙
智
力
」
な
ど
「
観
世
音
菩
薩
普
門
品
」
の
偈
か
ら

の
引
用
は
、
一
九
三
〇
年
以
降
の
「
霊
告
」
に
も
頻
出
し
て
い
る
。
妻
す
ず
子
は
観
音
信
仰
を
持
っ
て
い
た
と
の
証
言
も
あ
り）
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、
あ
る

い
は
、
北
が
毎
日
読
経
し
た
『
法
華
経
』
と
は
「
観
音
経
」
が
中
心
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

一
方
、
神
道
関
係
で
は
、
弓
矢
八
幡
大
菩
薩
、
金
毘
羅
大
権
現
、
鹿
嶋
神
宮
、
香
取
神
宮
、
伊
勢
神
宮
、
等
々
が
あ
る
。

二
一
二



　

ま
た
、
数
は
少
な
い
が
、
キ
リ
ス
ト
も
十
字
架
も
登
場
し
て
い
る
。

　

藤
巻
一
保
の
『
霊
告
』
の
検
証
に
よ
れ
ば
、
北
の
神
社
、
仏
閣
、
御
陵
へ
の
年
別
参
拝
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。（
藤
巻 

二
〇
〇
五
：
二
二
九―

二
三
六
頁
）

　

一
九
二
九
年　

十
五
回
（
最
多
は
浅
草
寺
六
回
）

　

一
九
三
〇
年　

二
十
一
回
（
最
多
は
浅
草
寺
十
回
、
川
崎
大
師
四
回
）

　

一
九
三
一
年　

六
回
（
最
多
は
浅
草
寺
、
明
治
神
宮
、
各
二
回
）

　

一
九
三
二
年　

二
十
回
（
浅
草
寺
は
三
回
に
激
減
、
東
海
〜
近
畿
の
社
寺
が
登
場
）

　

一
九
三
三
年　

四
十
九
回
（
関
東
〜
近
畿
の
幅
広
い
社
寺
、
御
陵
や
皇
室
関
連
神
社
）

　

一
九
三
四
年　

八
十
三
回
（
最
多
は
白
鬚
明
神
二
十
三
回
）

　

藤
巻
の
検
証
は
、
一
九
三
四
年
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
筆
者
が
『
霊
告
』
を
検
証
し
た
と
こ
ろ
、
一
九
三
五
年
は
五
十
二
回
（
最
多

は
白
鬚
明
神
十
五
回
、
浅
草
寺
十
三
回
）
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
の
、
北
の
神
社
、
仏
閣
等
へ
の
参
拝
で
注
目
し
た
い
の
は
、
日
蓮
宗
関
係
の
寺
へ
の
参
拝
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

 

翌
五
年
（
一
九
三
〇
年
）
に
は
、
二
十
一
回
の
参
拝
記
録
が
あ
る
。（
…
中
略
…
）
日
蓮
宗
関
係
の
寺
院
と
し
て
は
、
中
山
法
華
経

寺
が
一
回
あ
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
年
に
か
ぎ
ら
ず
、
北
は
日
蓮
宗
系
の
寺
に
は
、
ほ
と
ん
ど
詣
で
て
い
な
い
。
北
に
、
日
蓮
個
人

や
、
日
蓮
宗
の
教
義
に
対
す
る
特
別
な
信
仰
が
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
れ
で
知
れ
る
。（
藤
巻
、
二
〇
〇
五
：
二
三
〇
頁
）

二
一
三



　
『
霊
告
』
を
み
る
限
り
、
北
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
『
法
華
経
』
を
読
誦
し
て
お
り
、
一
見
す
る
と
『
法
華
経
』
へ
の
傾
倒
は

続
い
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
北
が
心
の
奥
底
か
ら
『
法
華
経
』
に
帰
依
し
、
日
蓮
に
傾
倒
し
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
と
て

も
そ
う
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。『
法
華
経
』
読
誦
は
、「
霊
告
」
を
引
き
出
す
た
め
の
手
段
と
も
考
え
ら
れ
、
こ
の
時
期
の
北
の
信
仰

は
、
よ
く
い
え
ば
「
神
仏
習
合
」、
悪
く
い
え
ば
支
離
滅
裂
な
神
仏
頼
み
で
あ
っ
て
、『
外
史
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
『
法
華
経
』
の
精

神
に
基
づ
く
中
国
革
命
の
成
就
と
い
っ
た
強
烈
な
意
気
込
み
は
感
じ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　

北
は
、
一
九
三
六
年
二
月
二
十
八
日
午
後
四
時
頃
、
東
京
憲
兵
隊
に
よ
っ
て
、
自
宅
で
逮
捕
、
拘
引
さ
れ
る
（
評
伝
Ⅴ
：
八
〇
頁
）

の
で
あ
る
が
、
最
後
の
「
霊
告
」（
午
後
一
時　

祈
願　

大
海
ノ
波
打
ツ
如
シ
）
は
そ
の
直
前
の
午
後
一
時
に
な
さ
れ
て
い
る
。

　

４　

遺　

書

　

逮
捕
後
、
北
は
処
刑
さ
れ
る
日
ま
で
の
約
一
年
半
を
、
代
々
木
の
陸
軍
刑
務
所
（
現
在
の
渋
谷
区
役
所
の
辺
り
）
で
過
ご
す
こ
と
に

な
る
。
そ
の
獄
中
生
活
の
中
心
は
、『
法
華
経
』
の
読
誦
で
あ
っ
た
。

　

死
の
直
前
の
北
の
宗
教
観
を
考
え
る
う
え
で
、処
刑
前
日
の
一
九
三
七
年
八
月
十
八
日
に
書
か
れ
た
息
子
大
輝
宛
て
の
「
遺
書
」
は
、

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
文
書
で
あ
る
。
こ
の
「
遺
書
」
は
、
本
論
第
二
章
に
述
べ
た
よ
う
に
、
北
が
一
九
一
六
年
一
月
佐
渡

か
ら
取
寄
せ
て
以
来
、
上
海
で
も
東
京
で
も
獄
内
で
も
肌
身
離
さ
ず
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
読
経
し
た
と
い
う
あ
の
『
法
華
経
』

経
巻
の
裏
に
書
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
全
文
を
引
用
す
る
。

　

大
輝
ヨ
。
此
ノ
経
典
ハ
汝
ノ
知
ル
如
ク
、
父
ノ
刑
死
ス
ル
迄
読
誦
セ
ル
者
ナ
リ
。

　

 

汝
ノ
生
ル
ル
ト
符
節
ヲ
合
ス
ル
如
ク
突
然
ト
シ
テ
父
ハ
霊
魂
ヲ
見
神
仏
ヲ
見
此
ノ
法
華
経
ヲ
誦
持
ス
ル
ニ
至
レ
ル
ナ
リ
。
即
チ
汝
ノ

二
一
四



生
ル
ヽ
ト
ヨ
リ
父
ノ
臨
終
マ
デ
読
誦
セ
ラ
レ
タ
ル
至
重
至
尊
ノ
経
典
ナ
リ
。
父
ハ
只
此
ノ
法
華
経
ヲ
ノ
ミ
汝
ニ
残
ス
。

　
 

父
ノ
想
ヒ
出
サ
ル
ル
時
、
父
ノ
恋
シ
キ
時
、
汝
ノ
行
路
ニ
於
テ
悲
シ
キ
時
、
迷
ヘ
ル
時
、
怨
ミ
怒
リ
悩
ム
時
、
又
楽
シ
キ
嬉
シ
キ
時
、

此
ノ
経
典
ヲ
前
ニ
シ
テ
南
無
妙
法
蓮
華
経
ト
唱
ヘ
念
セ
ヨ
。
然
ラ
バ
神
霊
ノ
父
、
直
ニ
汝
ノ
為
メ
ニ
諸
神
諸
仏
ニ
祈
願
シ
テ
、
汝
ノ

求
ム
ル
所
ヲ
満
足
セ
シ
ム
ベ
シ
。

　

 

経
典
ヲ
読
誦
シ
解
説
ス
ル
ヲ
得
ル
ノ
時
来
ラ
バ
父
カ
二
十
余
年
間
為
セ
シ
如
ク
誦
経
三
昧
ヲ
以
テ
生
活
ノ
根
本
義
ト
セ
ヨ
。
即
チ
其

ノ
生
活
ノ
如
何
ヲ
問
ハ
ス
汝
ノ
父
ヲ
見
父
ト
共
ニ
活
キ
而
シ
テ
諸
神
諸
仏
ノ
加
護
指
導
ノ
下
ニ
在
ル
ヲ
得
ベ
シ
。
父
ハ
汝
ニ
何
物
ヲ

モ
残
サ
ズ
而
モ
此
ノ
無
上
最
尊
ノ
宝
珠
ヲ
留
ム
ル
者
ナ
リ
。

　
　
　

昭
和
十
二
年
八
月
十
八
日　
　

父　

一
輝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
評
伝
Ⅴ
：
一
三
九―

一
四
〇
頁
）

　

ま
た
、
翌
八
月
十
九
日
、
刑
死
す
る
朝
、
看
守
兵
に
与
え
た
書
に
は
、
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
。

　

獄
裏
読
誦
ス
妙
法
蓮
華
経
、
或
ハ
加
護
ヲ
拝
謝
シ
或
ハ
血
涙
ニ
泣
ク
、
迷
界
ノ
凡
夫
古
人
亦
斯
ク
ノ
如
キ
乎

　
　

八
月
十
九
日　
　

北　

一
輝　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
著
作
集
３
：
五
三
一
頁
、
評
伝
Ⅴ
：
一
二
八
頁
）

　

こ
れ
ら
を
読
む
と
、
獄
中
の
北
は
「
霊
告
」
生
活
か
ら
離
れ
、
再
び
『
法
華
経
』
中
心
の
世
界
に
戻
っ
て
い
っ
た
よ
う
に
も
み
え
る
。

　

事
実
、
処
刑
前
日
、
息
子
の
大
輝
と
北
が
「
お
父
さ
ん
」
と
よ
ぶ
黒
沢
次
郎
（
一
八
七
四―

一
九
五
三
）、
北
の
門
下
生
の
馬
場
園

義
馬
と
の
面
会
の
際
、
北
は
以
下
の
よ
う
な
言
葉
を
述
べ
た
と
い
う
。（
馬
場
園
義
馬
「
北
一
輝
先
生
の
面
影
」『
新
勢
力
』
一
九
六
五

年
二
月
号
掲
載
、
評
伝
Ⅴ
：
一
四
三
頁
）

二
一
五



　

お
父
サ
ン
（
筆
者
注
：
黒
沢
）
に
は
是
れ
か
ら
益
々
神
信
心
を
な
さ
っ
て
誦
経
に
専
念
し
て
安
ら
か
に
送
ら
れ
ま
す
よ
う
に
…
…
。

　

 
い
ろ
い
ろ
刑な

か
務
所
で
考
へ
た
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も
此
の
世
の
中
は
最
後
は
宗
教
で
な
け
れ
ば
治
り
ま
せ
ん
よ
。

（
評
伝
Ⅴ
：
一
三
〇
頁
）

　

私
は
最も

う
肉
体
は
必
要
は
な
い
。
今
後
は
霊
界
に
行
っ
て
霊
界
か
ら
諸
君
を
見
守
っ
て
、
諸
君
を
激
励
し
、
諸
君
を
指
導
す
る
か
ら
、

皆
な
も
其
の
意つ

も
り向

で
し
つ
か
り
行や

り
給
へ
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
評
伝
Ⅴ
：
一
三
一
頁
）

　

一
方
で
、
北
と
代
々
木
陸
軍
刑
務
所
で
半
年
間
一
緒
だ
っ
た
島
野
三
郎
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 

刑
務
所
内
で
北
さ
ん
か
ら
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
に
つ
い
て
語
れ
と
い
う
注
文
が
あ
っ
た
の
で
、
マ
ホ
メ
ッ
ト
は
ア
ラ
ビ
ヤ
の
親
鸞
で
あ
る
、

彼
は
、
自
分
は
罪
業
甚
深
の
凡
夫
で
あ
る
。
ど
う
か
ア
ラ
ー
（
神
）
の
本
願
に
よ
っ
て
極
楽
往
生
が
で
き
ま
す
よ
う
と
祈
っ
て
死
ん

で
い
っ
た
、
と
返
事
し
た
と
こ
ろ
、「
ア
ラ
ビ
ヤ
の
親
鸞
」
と
は
面
白
い
ね
、
と
い
う
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。（「
座
談
会　

北

一
輝
を
語
る
」 

宮
本 

一
九
七
六
：
三
〇
四
頁
）

　
『
法
華
経
』
の
世
界
に
戻
っ
た
と
い
っ
て
も
、
決
し
て
『
法
華
経
』
一
辺
倒
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
か
つ
て
執
筆
し
た
『
外
史
』

や
『
法
案
』
の
頃
と
同
様
、
様
々
な
宗
教
へ
の
関
心
を
失
う
こ
と
は
な
か
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

５　

ま
と
め

　
「
霊
告
」
の
根
源
で
あ
る
北
の
霊
感
は
、
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
弟
の
昤
吉
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

二
一
六



　
 

兄
が
ど
う
し
て
霊
感
的
人
格
と
な
つ
た
か
と
い
へ
ば
、
既
に
幼
少
の
時
か
ら
、
そ
の
萌
芽
が
あ
っ
た
。
妙
な
夢
を
見
て
恐
れ
た
り
、

夜
分
何
物
か
の
幻
覚
を
生
じ
て
、
気
味
悪
る
が
つ
て
ゐ
た
。（「
兄
北
一
輝
を
語
る
」 

宮
本 

一
九
七
六
：
二
四
八―

二
四
九
頁
）

　

北
自
身
、『
外
史
』
の
な
か
で
、
暗
殺
さ
れ
た
宋
教
仁
が
亡
霊
と
な
っ
て
北
の
枕
頭
の
現
れ
た
経
験
を
語
っ
て
い
る
。

　

 

亡
霊
一
夜
ま
ざ
ま
ざ
と
枕
頭
に
起
ち
し
翌
る
日
、
不
肖
は
秘
密
の
所
在
を
発
見
し
た
り
。（
…
中
略
…
）

　

 

霊
前
に
別
を
告
げ
ん
と
し
て
至
る
や
、
讐
を
報
ず
る
の
日
を
待
て
と
思
ふ
と
共
に
ハ
ラ
ハ
ラ
と
落
涙
せ
し
、
昨
日
の
こ
と
。―

而
し

て
思
ひ
は
廻
り
て
幻
の
如
く
枕
頭
に
立
ち
し
亡
霊
の
不
可
思
議
に
帰
り
つ
ゝ
。（
著
作
集
２
：
一
三
九―

一
四
〇
頁
）

　

こ
の
霊
感
と
カ
リ
ス
マ
的
性
格
に
、
若
い
頃
に
得
た
膨
大
な
知
識
が
総
合
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
北
の
基
本
的
な
人
物
像
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。
大
川
周
明
が
北
の
こ
と
を
評
し
て
「
魔
王
」
と
呼
ん
だ
（
評
伝
Ⅲ
：
二
二
二
頁
）
と
い
う
の
は
、
こ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
「
魔
王
」
が
編
み
だ
し
た
日
々
の
「
霊
告
」
の
記
載
内
容
は
、
一
読
し
た
限
り
で
は
、
確
か
に
荒
唐
無
稽
、
支
離
滅
裂
で
あ
り
、

北
の
意
図
を
推
測
し
た
り
、
何
ら
か
の
意
味
を
読
み
と
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
無
意
味
な
作
業
の
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

し
か
し
、「
霊
告
」
の
内
容
を
冷
静
に
考
え
て
み
る
と
、
曖
昧
で
微
か
で
は
あ
っ
て
も
、
北
の
意
志
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、
最
初
の
「
霊
告
」
に
出
て
く
る
「
売
国
奴
」
は
、
そ
れ
が
共
産
党
員
を
意
味
す
る
か
、
田
中
義
一
首
相
を
さ
す
の
か
は
別

二
一
七



に
し
て
、
北
の
「
売
国
奴
」
に
対
す
る
否
定
的
な
意
志
を
象
徴
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
頻
出
す
る
「
用
心
せ
よ
、
注
意
せ

よ
、
油
断
す
る
な
」
と
い
う
趣
旨
の
「
霊
告
」
は
、
北
の
周
囲
で
密
か
に
進
行
し
て
い
る
何
ら
か
の
計
画
に
対
す
る
警
鐘
と
は
考
え
ら

れ
な
い
だ
ろ
う
か
。「
普
賢
神
通
力
」
の
「
霊
告
」
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
何
か
の
力
が
北
を
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る
、
と
北
が

考
え
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

で
は
、「
霊
告
」
の
源
泉
と
な
っ
た
北
の
思
想
、
意
志
と
は
何
か
。

　

そ
れ
は
、革
命
へ
の
情
熱
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。
確
か
に
、『
外
史
』
や
『
法
案
』
を
執
筆
し
た
時
と
比
べ
れ
ば
、北
の
「
革
命
」

に
対
す
る
直
接
的
な
情
熱
は
薄
れ
、
濁
り
、
沈
潜
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
死
し
て
な
お
、「
諸
君
を
激
励
し
、
諸
君
を

指
導
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
、
北
の
革
命
へ
の
情
熱
が
く
す
ぶ
り
つ
づ
け
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。

　

法
律
的
な
意
味
で
は
、
北
に
二
・
二
六
事
件
の
刑
事
責
任
が
あ
っ
た
と
は
到
底
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
精
神
的
に
は
や
は

り
北
は
革
命
を
企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
精
神
が
、「
霊
告
」
を
表
出
さ
せ
、
時
に
は
新
興
宗
教
の
教
祖
の
よ
う
に
、
そ
の
「
霊

告
」
を
青
年
将
校
た
ち
に
告
げ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

中
国
革
命
で
は
精
神
的
原
理
で
あ
っ
た
は
ず
の
『
法
華
経
』
は
、
日
本
革
命
で
は
そ
の
地
位
を
失
い
、
北
に
残
さ
れ
た
も
の
は
、
残

り
火
の
よ
う
な
革
命
へ
の
情
熱
だ
け
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
北
を
師
と
仰
ぎ
、
革
命
を
叫
ぶ
青
年
将
校
た
ち
も
、『
国
体
論
』、『
外

史
』、『
法
案
』
で
意
図
し
た
北
の
真
意
を
理
解
す
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
晩
年
の
北
に
と
っ
て
、『
法
華
経
』

は
単
な
る
形
式
で
あ
り
、
数
あ
る
宗
教
の
中
に
あ
っ
て
、
な
じ
み
深
い
毎
日
の
習
慣
と
化
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

二
一
八



七　

総　

括

　

１　

北
は
日
蓮
主
義
者
か

　

本
論
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、従
来
の
北
一
輝
研
究
は
、政
治
思
想
の
立
場
か
ら
で
あ
れ
、仏
教
の
立
場
か
ら
で
あ
れ
、「
日
蓮
主
義
」、

『
法
華
経
』
が
強
調
さ
れ
す
ぎ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
大
き
な
原
因
と
し
て
、
北
が
日
蓮
流
謫
の
地
佐
渡
に
生
を
受
け
た
こ
と
、
母
の
生
家
か
ら
日
蓮
ゆ
か
り
と
も
伝
え
ら
れ
る
『
法

華
経
』
を
受
け
継
い
だ
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
な
か
ば
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
伝
説
と
化
し
て
、
学
界
に
お
い
て
も
無
批
判
に

受
け
入
れ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
「
日
蓮
主
義
」
と
い
う
言
葉
は
、
田
中
智
学
の
造
語
で
あ
る
と
さ
れ
、
田
中
自
身
に
よ
り
そ
の
定
義
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

 「
日
蓮
主
義
」
は
一
九
〇
一
年
（
明
治
三
四
）
五
月
六
日
に
発
行
さ
れ
た
立
正
安
国
会
の
機
関
誌
『
妙
宗
』
四
編
五
号
に
付
録
と
し

て
掲
載
さ
れ
た
智
学
の
「
宗
門
の
維
新
﹇
総
論
﹈」
に
お
い
て
、
は
じ
め
て
用
い
ら
れ
た
。（
…
中
略
…
）

　

で
は
、
最
初
に
智
学
の
定
義
か
ら
確
認
し
て
い
こ
う
。

　

 「
宗
教
並
に
い
へ
ば
日
蓮
宗
と
い
ひ
、
所
依
の
経
に
就
て
は
『
法
華
宗
』
と
も
称
し
来
ッ
た
の
だ
が
、
純
信
仰
の
立
場
よ
り
も
広
い

意
味
に
、
思
想
的
又
は
生
活
意
識
の
上
に
ま
で
用
ひ
よ
う
と
し
て
、
之
を
一
般
化
し
て
日
蓮
主
義

0

0

0

0

と
呼
倣
し
た
の
で
あ
る
。」

　

 

智
学
に
と
っ
て
「
日
蓮
主
義
」
と
は
、「
政
治
で
あ
れ
、
経
済
で
あ
れ
、
社
会
で
も
人
事
で
も
、
凡
そ
人
間
世
会
の
す
べ
て
の
事
に

正
し
い
動
力
と
な
ッ
て
実
際
の
益
を
興
す
」「
一
切
に
亘
る
指
導
原
理
」
で
あ
り
、
寺
院
や
仏
壇
の
中
に
封
じ
込
め
て
お
く
べ
き
も

の
で
は
な
く
、
世
間
を
率
い
る
「
活
指
南
」
で
あ
っ
た
。（
大
谷 

二
〇
〇
一
：
一
五―

一
六
頁
）

二
一
九



　

ま
た
、
本
多
日
生
（
一
八
六
七―

一
九
三
一
）
も
、
田
中
智
学
に
わ
ず
か
に
遅
れ
て
「
日
蓮
主
義
」
と
い
う
言
葉
を
使
い
、
広
め
て

い
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

 

日
生
は
『
日
蓮
主
義
』
と
い
う
著
作
で
こ
う
断
言
す
る
。
日
生
に
と
っ
て
、「
個
人
と
云
ふ
事
と
、
家
庭
と
云
ふ
事
と
、
国
家
と
云

ふ
事
と
、
世
界
と
云
ふ
事
と
、
宇
宙
と
云
ふ
や
う
な
事
は
之
を
統
一
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、「
ど
ん
な
も
の
で
も
皆
な
開
顕

統
一
し
て
し
ま
ふ
」
の
が
「
日
蓮
主
義
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
日
蓮
主
義
」
の
依
拠
す
る
根
本
経
典
『
法
華
経
』
は
、「
単
に
宗
教

的
信
仰
許
り
を
教
ふ
る
の
で
は
な
」
く
、「
人
間
の
全
生
活
、
精
神
も
肉
体
も
道
徳
政
治
経
済
一
切
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ
迄
の
全
生

活
を
全
ふ
せ
し
め
て
行
く
教
」
で
あ
っ
た
。（
大
谷 

二
〇
〇
一
：
一
七
頁
）

　

つ
ま
り
、「
日
蓮
主
義
」
と
は
、
あ
た
か
も
イ
ス
ラ
ム
社
会
に
お
い
て
、
コ
ー
ラ
ン
と
ハ
デ
ィ
ー
ス
が
、
信
仰
だ
け
で
は
な
く
、
政
治
、

法
律
、
経
済
、
家
庭
を
も
含
め
た
全
生
活
、
全
人
生
、
全
社
会
を
規
定
す
る
よ
う
に
、『
法
華
経
』
が
全
生
活
、
全
人
生
、
全
社
会
を

規
定
す
る
と
い
う
思
想
な
の
で
あ
る
。
こ
う
考
え
る
と
、『
外
史
』
や
『
法
案
』
に
お
い
て
、
北
が
『
法
華
経
』
を
コ
ー
ラ
ン
に
喩
え

た
意
味
が
理
解
で
き
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

た
し
か
に
、
北
は
、
中
国
革
命
を
指
導
す
る
宗
教
原
理
は
『
法
華
経
』
だ
と
力
説
し
て
は
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
革
命
を
成
功
に

導
く
た
め
の
手
段
＝
方
便
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
北
は
『
外
史
』
や
『
法
案
』
に
お
い
て
、『
法
華
経
』
が
革

命
後
の
中
国
や
日
本
の
社
会
を
指
導
す
る
原
理
だ
と
い
う
こ
と
は
、
明
確
に
は
何
も
い
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
北
の
『
法
華
経
』
へ
の
傾
倒
が
、
国
柱
会
な
ど
の
既
存
の
日
蓮
系
の
組
織
と
は
ま
っ
た
く
隔
絶
し
た
と
こ
ろ
で
な
さ
れ
て
い

二
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た
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

高
山
樗
牛
、
石
原
莞
爾
、
宮
沢
賢
治
を
は
じ
め
と
す
る
明
治
、
大
正
時
代
の
多
く
の
『
法
華
経
』
信
者
、
日
蓮
主
義
者
た
ち
が
、
田

中
智
学
及
び
彼
の
主
宰
す
る
国
柱
会
か
ら
何
ら
か
の
影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
彼
ら
と
ま
っ
た
く
無
関
係
に
、
北
が
独

自
の
『
法
華
経
』
信
仰
を
深
め
て
い
っ
た
こ
と
は
、
大
き
な
特
徴
だ
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
だ
け
見
事
に
無
関
係
で
あ
る
こ
と

は
、
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
意
識
的
に
接
触
し
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　

北
が
、
政
治
体
制
の
変
革
＝
革
命
を
め
ざ
し
、
一
部
の
政
治
家
と
は
か
な
り
親
し
い
関
係
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
自
身
は
既

存
の
政
党
や
政
治
組
織
か
ら
は
離
れ
、
む
し
ろ
軽
蔑
さ
え
し
て
い
た
の
と
同
様
に
、
日
蓮
に
は
強
い
シ
ン
パ
シ
ー
を
覚
え
な
が
ら
も
、

既
存
の
日
蓮
系
の
組
織
に
は
目
を
向
け
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
私
は
、
北
が
日
蓮
主
義
者
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
、
と
考
え
て
い
る
。

　

２　

北
と
『
法
華
経
』

　

北
が
、
一
九
一
六
年
以
降
『
法
華
経
』
に
傾
倒
し
、
さ
ら
に
は
狂
信
的
と
も
い
え
る
『
法
華
経
』
信
者
に
な
っ
て
い
っ
た
の
は
、
ま
ぎ

れ
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
、北
に
と
っ
て
の
『
法
華
経
』
は
、世
間
一
般
に
考
え
ら
れ
る
理
解
と
は
か
け
は
な
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
『
法
華
経
』
の
正
統
的
な
教
義
は
、
①　

一
乗
主
義
、
②　

久
遠
実
成
の
仏
、
③　

菩
薩
行
、
の
三
つ
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

北
の
場
合
、『
法
華
経
』
の
読
経
に
熟
達
す
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
『
法
華
経
』
教
義
の
正
統
的
な
理
解
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
な
い

こ
と
は
、
既
に
み
て
き
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

し
い
て
い
え
ば
、
菩
薩
行
が
北
の
『
法
華
経
』
理
解
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
菩
薩
行
が
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
『
法
華
経
』
の
受

持
、
弘
通
で
は
な
く
、
革
命
の
成
就
で
あ
り
、「
地
涌
の
菩
薩
」
と
は
「
革
命
の
戦
士
」
の
意
で
あ
っ
た
。

　
『
外
史
』
や
『
法
案
』
で
引
用
さ
れ
る
『
法
華
経
』
の
経
文
も
、
ほ
と
ん
ど
が
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
使
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、『
法
華
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経
』
の
正
統
的
な
教
義
に
基
づ
く
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　

北
が
、『
法
華
経
』
を
信
仰
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、『
法
華
経
』
の
読
誦
に
時
間
を
費
や
し
、
著
作
に
経

文
を
た
び
た
び
引
用
し
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、
北
独
自
の
理
解
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　

３　

北
の
宗
教
観
の
推
移

　

本
論
で
は
、
宗
教
、
特
に
『
法
華
経
』
を
中
心
軸
と
し
て
、
北
の
生
涯
を
概
観
し
て
き
た
。
最
後
に
、
北
の
著
作
に
基
づ
い
た
時
代

区
分
に
そ
っ
て
、
そ
の
宗
教
観
の
推
移
を
要
約
し
て
み
た
い
。

　

ⅰ　

学
生
時
代

　
ａ 　

北
が
、
日
蓮
流
謫
の
地
、
佐
渡
に
生
ま
れ
育
っ
た
こ
と
や
、
母
親
の
実
家
の
宗
旨
が
日
蓮
宗
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
『
法
華
経
』
や
日
蓮
に
親
し
ん
で
き
た
と
い
う
の
は
、
伝
説
に
す
ぎ
な
い
。

　

ｂ 　

北
が
生
涯
身
近
に
お
い
た
『
法
華
経
』
の
経
典
が
、
日
蓮
ま
た
は
日
朗
に
ゆ
か
り
が
あ
る
と
い
う
の
も
、
事
実
に
反
す
る
ま
っ

た
く
の
虚
構
、
伝
説
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ⅱ　
『
国
体
論
』

　
ａ 　

北
は
学
生
時
代
に
、
最
新
の
仏
教
学
や
宗
教
学
に
基
づ
く
著
作
を
読
ん
で
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
れ
が
『
国
体
論
』
の
文
章

に
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ｂ 　

し
か
し
、
そ
れ
は
学
問
、
知
識
と
し
て
の
仏
教
、
宗
教
で
あ
り
、『
法
華
経
』
も
含
め
て
特
定
の
宗
教
へ
の
信
仰
は
ま
っ
た
く

認
め
ら
れ
な
い
。

　

ⅲ　
『
外
史
』

　
ａ　

北
が
『
法
華
経
』
の
読
経
に
ふ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
頃
か
ら
で
あ
り
、
こ
れ
が
刑
死
す
る
ま
で
続
く
。
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ｂ 　
『
外
史
』
に
は
、『
法
華
経
』
の
影
響
が
明
ら
か
に
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
中
国
革
命
は
『
法
華
経
』
を
精
神
的
原
理
と
し
て
達

成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
北
の
信
念
で
あ
っ
た
。

　
ｃ 　

し
か
し
、
そ
の
「
北
の
信
念
」
と
い
う
も
の
さ
え
、
北
が
実
際
に
中
国
革
命
に
参
加
し
た
時
に
持
っ
て
い
た
訳
で
は
な
く
、
後

に
『
外
史
』
後
半
を
執
筆
す
る
と
き
に
な
っ
て
、
後
付
け
で
付
け
加
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ｄ 　

北
の
『
法
華
経
』
理
解
は
、
正
統
的
な
教
義
に
基
づ
く
も
の
で
は
な
く
、「
地
涌
の
菩
薩
」
を
「
革
命
の
戦
士
」
と
す
る
よ
う

な
ま
っ
た
く
独
自
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ｅ　

北
の
宗
教
へ
の
関
心
は
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
ま
で
含
む
広
い
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
終
生
続
い
た
。

　

ⅳ　
『
法
案
』

　
ａ　

中
国
革
命
で
は
『
法
華
経
』
を
精
神
的
原
理
と
考
え
て
い
た
北
だ
っ
た
が
、
日
本
革
命
に
お
い
て
は
そ
れ
が
消
失
し
て
い
る
。

　

ｂ 　
『
法
案
』
に
は
「
信
教
の
自
由
」
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
日
蓮
主
義
者
な
ら
当
然
規
定
す
べ
き
『
法
華
経
』
の
国
教
化
に
関

す
る
規
定
も
な
い
。

　
ｃ 　
『
法
案
』
に
は
、『
法
華
経
』
か
ら
の
引
用
が
多
い
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
が
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
の
引
用
で
あ
り
、
正
統
的
な

教
義
か
ら
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ
る
。

　
ⅴ　
『
霊
告
』

　
ａ 　

雑
多
な
宗
教
が
混
在
す
る
「
霊
告
」
は
、
北
が
生
ま
れ
持
っ
た
霊
感
と
称
す
る
も
の
に
そ
の
源
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ

の
内
容
は
現
実
に
お
き
て
い
る
事
実
に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ｂ　

北
は
青
年
将
校
た
ち
に
対
し
、
教
祖
の
よ
う
に
ふ
る
ま
っ
て
い
た
。

　
ｃ　

獄
中
で
は
、『
法
華
経
』
の
読
経
に
回
帰
し
た
よ
う
に
み
え
る
が
、
宗
教
に
関
す
る
広
い
関
心
は
失
わ
な
か
っ
た
。
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註（17 

）
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
「
合
理
的
な
見
方
」
に
対
す
る
反
論
は
、
現
在
で
も
主
張
さ
れ
て
い
る
。
藤
巻
一
保
は
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
 　

「
北
の
研
究
者
の
な
か
に
は
、
す
ず
子
の
神
憑
り
は
謀
略
を
当
局
か
ら
カ
モ
フ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
た
め
の
北
の
偽
装
で
、
す
ず
子
は
ダ
シ
に
使
わ

れ
た
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
う
が
っ
た
見
方
を
す
る
者
も
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
あ
ま
り
に
も
宗
教
的
な
心
理
に
疎
い
、
皮
相
な
見
方
だ
。」（
藤

巻　

二
〇
〇
五
：
七
四
頁
）「
霊
告
は
北
が
陰
謀
隠
し
の
た
め
に
利
用
し
た
隠
れ
蓑
で
、
す
ず
子
は
ダ
シ
に
使
わ
れ
た
だ
け
だ
と
す
る
「
合
理
的

な
見
方
」
の
非
合
理
さ
が
、
明
ら
か
に
な
る
と
思
う
。
北
と
す
ず
子
は
、
本
気
で
霊
界
を
信
じ
、
自
分
た
ち
は
神
仏
・
心
霊
と
の
交
流
が
で
き

る
と
信
じ
て
い
た
。
そ
れ
を
前
提
に
『
霊
告
日
記
』
を
読
ま
な
い
と
、
合
理
的
解
釈
と
い
う
落
と
し
穴
に
は
ま
り
、
霊
告
の
意
味
を
ね
じ
曲
げ

て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。」（
藤
巻　

二
〇
〇
五
：
一
一
一
頁
）

（
18 

）
金
解
禁
に
言
及
す
る
「
霊
告
」
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。（
霊
告
：
三
六―

四
九
頁
）

　

 　
（
一
九
二
九
年
）
一
二
月
一
七
日　

朝　

経　

国
恥
の
愚
者
（
消
エ
テ
）
金
解
禁
時
期
ニ
非
ラ
ズ　

人
で
無
し

　

 　
（
一
九
三
〇
年
）
一
月
七
日　

朝　

経　

我
ガ
国
柱
無
シ
、
国
内
顧
ミ
ズ
、
何
ヲ
以
テ
金
解
禁
カ
。　

昭
和
七
年
時
機
。

　
　

三
月
二
七
日　

朝　

経　

内
外
多
難　

金
解
禁
重
大
な
り
（
消
）　

大
日
本
帝
国
な
り　

種
臣　

（
19 

）
二
・
二
六
事
件
の
中
心
人
物
の
一
人
で
あ
っ
た
村
中
孝
次
大
尉
が
、
事
件
の
前
々
日
で
あ
る
二
月
二
十
四
日
、
北
宅
を
訪
れ
、
そ
こ
で
「
蹶
起

趣
意
書
」
を
清
書
し
た
際
、
北
に
天
皇
の
ほ
う
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、
と
質
問
し
た
の
に
対
し
、
北
は
「
大
内
山
光
射
ス　

暗
雲
無
シ
」
と
い

う
「
霊
告
」
を
与
え
た
。（
評
伝
Ⅴ
：
一
八
二
頁
）

（
20 

）
藤
巻
は
、「
筆
者
に
は
こ
の
「
売
国
奴
」
が
、
当
時
の
田
中
義
一
首
相
を
さ
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。（
藤
巻　

二
〇
〇
五
：

一
一
一
頁
）」
と
す
る
。

（
21 

）
藤
巻
は
、『
霊
告
』
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

 　
「
北
の
思
想
や
信
仰
、
そ
の
人
物
を
探
る
う
え
で
、
本
書
は
絶
対
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
根
本
資
料
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
の
こ
と
は
、
以

下
の
霊
告
を
中
心
と
し
た
昭
和
四
〜
十
一
年
史
で
明
ら
か
に
し
て
い
く
つ
も
り
だ
が
、
こ
の
重
要
な
日
記
が
『
北
一
輝
著
作
集
』
に
も
収
録
さ

れ
ず
、
ほ
と
ん
ど
等
閑
視
さ
れ
て
き
た
と
い
う
実
状
に
、
社
会
思
想
な
ど
の
思
想
面
に
偏
向
し
た
従
来
の
北
研
究
の
片
肺
飛
行
ぶ
り
が
、
端
的

に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　

 　

戦
後
、
宮
本
盛
太
郎
ら
に
よ
り
そ
の
ご
く
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
に
松
本
健
一
が
編
集
・
校
訂
を
ほ
ど
こ
し
て
『
北

一
輝　

霊
告
日
記
』（
第
三
文
明
社
）
の
出
版
を
実
現
す
る
ま
で
、
日
記
そ
の
も
の
の
行
方
が
杳
と
し
て
知
れ
ず
、
幻
の
日
記
と
い
う
状
態
が
長

く
つ
づ
い
て
き
た
。（
藤
巻　

二
〇
〇
五
：
一
〇
一
頁
）

（
22 

）
北
の
猶
存
社
時
代
か
ら
の
友
人
で
あ
り
弟
分
で
あ
っ
た
島
野
三
郎
（
一
八
九
三―
一
九
八
二
）
は
、「
座
談
会　

北
一
輝
を
語
る
」
で
以
下
の
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よ
う
に
発
言
し
て
い
る
。

　
 　

「
北
さ
ん
は
、
奥
さ
ん
の
不
思
議
な
感
受
力
に
内
心
恐
れ
を
抱
い
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
観
音
信
仰
の
奥
さ
ん
の
い
い
な
り

に
応
接
室
に
「
念
被
観
音
力
」
と
書
い
た
横
額
を
か
け
、
日
夕
拝
ん
で
お
ら
れ
た
の
で
す
。」（
宮
本　

一
九
七
六
：
三
一
七
頁
）

参
考
文
献

１　

北
一
輝
の
著
作

『
北
一
輝
著
作
集　

第
一
巻
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
九
。

『
北
一
輝
著
作
集　

第
二
巻
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
五
九
。

『
北
一
輝
著
作
集　

第
三
巻
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
七
二
。（
以
上
３
冊
は
（
著
作
集
１
〜
３
）
と
表
記
す
る
。）

『
日
本
改
造
法
案
大
綱
』
中
央
公
論
新
社
〈
中
公
文
庫
〉、
二
〇
一
四
。

松
本
健
一
編
『
北
一
輝　

霊
告
日
記
』
第
三
文
明
社
、
一
九
八
七
。（（
霊
告
）
と
表
記
す
る
。）

２　

北
一
輝
に
関
す
る
研
究

稲
邊
小
二
郎
『
一
輝
と
昤
吉　

北
兄
弟
の
相
剋
』
新
潟
日
報
事
業
社
、
二
〇
〇
二
。

清
水
元
『
北
一
輝　

も
う
一
つ
の
「
明
治
国
家
」
を
求
め
て
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
一
二
。

田
中
惣
五
郎
『
北
一
輝　

日
本
的
フ
ァ
シ
ス
ト
の
象
徴
』
未
来
社
、
一
九
五
九
。

高
橋
康
雄
『
北
一
輝
と
法
華
経
』
第
三
文
明
社
〈
レ
グ
ル
ス
文
庫
〉、
一
九
七
六
。

萩
原
稔
『
北
一
輝
の
「
革
命
」
と
「
ア
ジ
ア
」』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
一
。

藤
巻
一
保
『
魔
王
と
呼
ば
れ
た
男　

北
一
輝
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
五
。

前 

川
亨
「『
支
那
革
命
外
史
』
か
ら
み
た
中
国
革
命
と
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
」『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
第
一
三
一
冊
』
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
、

一
九
九
六
。

松
本
健
一
『
北
一
輝
論
』
講
談
社
〈
講
談
社
学
術
文
庫
〉、
一
九
九
六
。

松
本
健
一
『
評
伝　

北
一
輝　

Ⅰ　

若
き
北
一
輝
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
。

松
本
健
一
『
評
伝　

北
一
輝　

Ⅱ　

明
治
国
体
論
に
抗
し
て
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
。

松
本
健
一
『
評
伝　

北
一
輝　

Ⅲ　

中
国
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
た
だ
な
か
へ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
。

松
本
健
一
『
評
伝　

北
一
輝　

Ⅳ　

二
・
二
六
事
件
へ
』
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
。

松
本
健
一
『
評
伝　

北
一
輝　

Ⅴ　

北
一
輝
伝
説
』
岩
波
書
店
、二
〇
〇
四
。（
以
上
『
評
伝　

北
一
輝
』
五
冊
は
、（
評
伝
Ⅰ
〜
Ⅴ
）
と
表
記
す
る
。）

二
二
五



宮
本
盛
太
郎
（
編
）『
北
一
輝
の
人
間
像
』
有
斐
閣
〈
有
斐
閣
選
書
〉、
一
九
七
六
。

渡
辺
京
二　
『
北
一
輝
』
筑
摩
書
房
〈
ち
く
ま
学
芸
文
庫
〉、
二
〇
〇
七
。

３　

法
華
経
及
び
仏
教
学
関
係
の
著
作

大
谷
栄
一
『
近
代
日
本
の
日
蓮
主
義
運
動
』
法
藏
館
、
二
〇
〇
一
。

大
谷
栄
一
『
近
代
仏
教
と
い
う
視
座
』
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
一
二
。

菅
野
博
史
『
法
華
経
入
門
』
岩
波
書
店
〈
岩
波
新
書
〉、
二
〇
〇
一
。

北
川
前
肇
（
編
）『
原
文
対
訳　

立
正
安
国
論
』
大
東
出
版
社
、
一
九
九
九
。

小
松
邦
彰
（
編
）『
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
日
本
の
思
想　

日
蓮
「
立
正
安
国
論
」「
開
目
抄
」』
角
川
学
芸
出
版
〈
角
川
ソ
フ
ィ
ア
文
庫
〉、
二
〇
一
〇
。

坂
本
幸
男
、
岩
本
裕
（
訳
注
）『
法
華
経
（
上
・
中
・
下
）』
岩
波
書
店
〈
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫
〉、
一
九
九
一
。

　
（
以
上
『
法
華
経
』
３
冊
は
、（
法
華
経
・
上
、
中
、
下
）
と
表
記
す
る
。）

末
木
文
美
士
『
日
本
宗
教
史
』
岩
波
書
店
〈
岩
波
新
書
〉、
二
〇
〇
六
。

田
村
芳
朗
『
法
華
経
』
中
央
公
論
社
〈
中
公
新
書
〉、
一
九
六
九
。

中
濃
教
篤
「『
日
蓮
主
義
』
の
左
派
と
右
派
」『
現
代
思
想　

特
集
＝
日
蓮
』
青
土
社
、
一
九
八
二
年
四
月
。

西
山
茂
（
編
）『
シ
リ
ー
ズ
日
蓮
４　

近
現
代
の
法
華
運
動
と
在
家
教
団
』
春
秋
社
、
二
〇
一
四
。

松
岡
幹
夫
『
日
蓮
仏
教
の
社
会
思
想
史
的
展
開
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
五
。

４　

そ
の
他

江
口
圭
一
『
体
系
日
本
の
歴
史
14　

二
つ
の
大
戦
』
小
学
館
、
一
九
八
九
。

坂
野
潤
治
『
体
系
日
本
の
歴
史
13　

近
代
日
本
の
出
発
』
小
学
館
、
一
九
八
九
。

坂
野
潤
治
『
明
治
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』
岩
波
書
店
〈
岩
波
新
書
〉、
二
〇
〇
五
。

山
口　

定
『
フ
ァ
シ
ズ
ム
』
岩
波
書
店
〈
岩
波
現
代
文
庫
〉、
二
〇
〇
六
。

二
二
六


